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1.  ロックウール吸音板を用いた会議
室の明瞭度改善事例

1.　はじめに
昨今，オフィス空間で音の響きすぎに起因する音声
明瞭度の低下が会議の進行の妨げになるという事例が
増えてきているように感じる．
理由としては，内装仕上げ材料に対する，デザイナー
の皆さんの「飽き」ではないかと推測している．
昔は，天井にはロックウール吸音板，床にはタイル
カーペット，壁は石膏ボードかケイ酸カルシウム板に
ペイントまたは壁紙…のような内装が一般的であった
ように思う．
最近は，天井は石膏ボードにエナメルペイント，床
は長尺シート，壁はスチールパーティションかガラス
パーティションというのが若いデザイナーの好みとの
事である．
しかし，このような内装仕上げでは，吸音する材料
がほぼ皆無になってしまうので，出来上がってから音
が響きまわって，「使い物にならない」会議室になって
いる．
本稿では或る会社の会議室を事例として取り上げさ
せていただいた．

2.　改善前
会議室の改善前の内装の仕上げ材およびその面積を
表1に，平面図を図１に示す．
内装の仕上げ材からは明らかに吸音の不足が読み取
れる．改善前に測定した残響時間を図２に示す．
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図２　改善前の残響時間

図１　展示室兼会議室の平面

表１　内装仕上げ材と面積

天井 74.5㎡ 石膏ボード（ビニールクロス仕上げ）
壁 113.0㎡ 石膏ボード（ビニールクロス仕上げ）
床 74.5㎡ 合板フロア
窓 10.6㎡ 一般サッシ
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3.　改善策
改善策としては，天井や壁に吸音材を施工すること
が考えられるが，今回の事例では，最も障害物のない
天井に弊社のロックウール吸音板を施工することで音
声明瞭度を改善できないかと考え，施工後の残響時間
を予測した．施工後の予測残響時間を図３に示す．
理想的な残響時間（部屋の容積から，理想残響時間
は0.4秒程度と推定）には達しないものの，明瞭度の改
善には充分な効果が得られるものと判断し，実際に天
井を施工することにした．

4.　改善後
天井施工前後の写真を写真１，２に示す．また，天
井施工前後の残響時間を図４に示す．

天井施工後の残響時間は予測値に近く，天井施工前
後で大きく残響時間が変化したことが判る．
会議室のオーナー様からは「見違えるように良く
なった．」とのお言葉をいただいた．

5.　残響時間の測定方法
今回の現場では残響測定の音源として，「折り紙の
紙鉄砲」を使ったパルス音を用いた．今後の現場測定
の利便性を考え，簡便な方法を試してみたかったから
である．
事前に弊社の残響室で「帯域ノイズ」，「紙鉄砲」，

「拍手」を音源として残響時間を測定し，「紙鉄砲」の妥
当性を検証しておいた．結果を図５に示す．
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図３　改善後の残響時間（予測値）

図４　天井施工前後の残響時間

図５　音源の違いによる残響時間測定値

写真１　改善前の天井

写真２　改善後の天井
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「紙鉄砲」を用いても充分に残響時間が測定できるこ
とがお分かりいただけると思う。
今後は現場に音響の技術者が出向かなくとも、「紙

鉄砲」音を「スマートフォン」で録音し「音声ファイル」
を「メール」で音響技術者に送れば、残響時間が測定で
きる可能性が高まったと考えている。

6.　おわりに
施工前後のSTIは0.5程度（Fair）から0.7程度（Good）

になった．実用上も改善効果が明確であった．
今後も，出来るだけ簡便な方法で音響改善が出きる
方法を模索して行きたい．
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